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平成13年7月広報たまかわ

7月29日〈日)は

今回、玉川村で新たに投票できる方は、昭和56年7月30日までに生まれた方で、村内に住所を有して

いる方(居住の事実がなければなりません)平成13年4日11日までに転入届け出をして、本村に居住の

事実がある方です。

・投票日時 7月29日(日j

午前7時~午後7時まで(前回の選挙投票時間より 1時間繰り上げになりました)
各地区の指定された投票所-投票所

ー不在者投票ができます
投票日当日に用務などで投票することができない人のために「不在者投票」制震があります。次のような

理由で当日、投票所にいけない方は不在者投票を行ってください。

・勤務や出張などの仕事に従事しなければならない。

・冠婚葬祭、旅行などの用務
・病気や妊娠などで歩行が困難な場合(入院している場合は病院で投票できますので、病院にお尋ねくだ
さい)

不在者投票の日程

7月 12 日 ~7月 28日まで午前8時30分~午後8時まで(土曜・日曜日もできます)
玉川村役場1階住民室

ー参議院比例代表選挙が非拘束名簿式となりました

これまでの参議院比例代表選挙は、あらかじめ政党の側で候補者の当選順位を

決めておく方式(拘束名簿式)で、有権者は政党名を記載して投票しました。こ
れに対し、新たに導入された非拘束名簿式は、名簿では当選順位は決められてお

らず、有権者が候補者名または政党名のいずれかを記載して投票する方式である

ため、有権者は当選させたい候補者を選ぶことができます。

時

所
-日
・場

ご
こ
数
年
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
0
1
5
7
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
に
よ
る
食
中
毒
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
中
毒
と
い
う
と
、
飲
食
巴
や
給
食
施
設
な
ど
の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
家
庭
の
食
事
で

も
発
宣
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
食
中
毒
は
、
発
病
者
数
が
少
な
く
、
病
状
の
経
い
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
発
見
が
遅
れ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
高
齢
者
や
紛
い
っす
ど
も
は
抵
抗
力
が
弱
く
、
重
症
に
な
っ
た
り
、
死
亡
す
る

例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
l

家
庭
で
の
食
中
毒
対
策
|

食
中
毒
予
防
の
基
本
は
「
っ
け

な
い
」
(
清
潔
に
す
る
)
「
増
や
さ
な

い
」
(
す
ぐ
に
食
べ
る
、
温
度
管
理

を
す
る
こ
殺
菌
す
る
に
加
熱
・
消

毒
す
る
)
三
原
則
を
守
る
こ
と
で

す

!

ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ

(
七
割
程
度
が
め
や
す
)
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

調
理
後
は
す
み
や
か
に
食
べ
る

生
鮮
食
品
は
注
意

調
理
前
、
調
理
後
に
長
く
放
置

(
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
)
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
、
消

費
期
限
表
示
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
温
度
管
理
が
必
要
な
食

品
(
生
も
の
、
冷
凍
食
品
な
ど
)
は

最
後
に
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

平成13年7月

腸管出血性大腸菌

0157つてなーに?

冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物

広報たまかわ

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入

れ
冷
蔵
庫
は

m℃
以
下
、
冷
凍
庫

は
マ
イ
ナ
ス
日
℃
以
下
で
保
存
し

し
な
い
よ
う
に
し
、
残
っ
た
食
品

を
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加
熱

し
て
、
時
間
の
経
ち
す
ぎ
た
食
品

は
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

十

分

に

加

熱

を

食
品
を
加
熱
す
る
と
き
は
、
中

心
部
万
℃
に
な
る
ま
で
一
分
間
以

上
過
熱
し
ま
し
ょ
う
。

調
理
途
中
で
放
置
し
な
い
よ
う

腸管出血性大腸菌0157は、アメ 1.)力で

の集団下痢症で初めて認識され、名称はO

抗原と呼ばれる「べん毛を持つ大腸菌のか

らだの部分Jのうちの157番目という意昧

を持っています。

特徴?

・感染力は赤痢菌なみに強い

・潜伏期間が他の食中毒と比べて長い
・猛毒を産出する

症状は?

初期症状は、腹痛守今K様性の下痢で、下痢

は1 日に3~5回以上あり、数日持続じます。
発病後1百から2日で便(ζ鮮血が混入し、典

型的な症状は固形物のない血性下痢となり

ます。吐き気L発熱などを伴う場合もあり

ます。
乳幼児、IJ¥克や高齢者の患者の中{こは、溶

血性尿毒症症候群CHUS)などの合併症を

起こすことがありますo

に
し
ま
し
ょ
う
。 5Ez哩謹む+f:;~~g: . J

一三z極圏+一
!ðiJ:主党の総得票委託c応υc議席き~t:;I9"IJ Iftl分υ 、
候補香ごと①得票忽①iI白!こ当選人否決~@

当選人の決め方

1、政党の総得票数に基づいてドント方式により、各政

党の当選人の数が決まります。なお、政党の総得票
数は、候補者個人の得票と政党名の得票を合算した

ものとします。

2、各政党に配分された当選人の数のなかで、得票数の

もっとも多い候補者から順次当選者が決まります。

ー参議院比例代表選挙のしくみはこうなります
省主
冨苫ミ③開政党は

・名簿による立候補の届出

①公示

一定の要件を満
たす政党は、当

選)11真位を付けな

いで鍛補者名簿

を届け出ます。

手
や
調
理
器
具
は
常
に
清
潔
に

手
を
よ
く
洗
い
、
調
理
器
具
(
包

丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
食
器
、
ス

ポ
ン
ジ
な
ど
)
は

洗
剤
、
流
水
で
よ

く
洗
い
、
煮
沸
や

塩
素
な
ど
で
消
毒

7

し
土
品
、
し
ょ
、
っ
。
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ムム鴬 300万繋

冨ム野ふ代 90万察
国ム水ムー 刊行事喜

ム木1:.予 50)'ラ緊
ム!:PI:.治 30行祭

政党各①rx察 60万襲警

2人当選

00党 400汚獲

国 0山O太 120]'5粟
国 oao江 100汚察

箇 0:$:0医) 80万票

01110子 60万票

政党名①12粟 40汚照

3人当選

④結果

-投票方法
有権者は投票用紙に、名簿に記載された

候檎者名を記載して投票します。

ただし、候補者名に

代えて政党名を記載

して投票することが

できます。

②投票
食
中
毒
の
疑
い
が
あ
っ
た
ら

す
み
や
か
に
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

医
師
に
か
か
る
ま
で
に
注
意
す
る

こ
と

-
自
己
判
断
で
薬
な
ど
を
使
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
原
因
と
な
っ
た
食
品
、
食
べ
た

時
間
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

宗
形
収
入
役
任
期
満
了
退
任

宗
形
友
一一一
氏
は
、
六
月
三
十

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
よ
り

玉
川
村
収
入
役
の
職
を
退
職
い

た
し
ま
し
た
。
平
成
九
年
七
月
か

ら
一
期
四
年
間
玉
川
村
の
管
理

財
政
の
執
行
を
務
め
ま
し
た
。

ど
う
も
ご
苦
労
様
で
し
た
。

退
任
あ
い
さ
つ

向
暑
を
む
か
え
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
収
入
役
を
拝
命
し

て

一
期
四
年
の
任
期
を
満
了
し

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

在
任
期
間
中
無
事
そ
の
職
責

を
全
う
で
き
ま
し
た
の
も
、
村

民
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の

賜
も
の
で
あ
り
、
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、

健
康
に
留
意

し
自
然
を
友
と
し
有
意
義
な
人

生
を
歩
み
な
が
ら
、
一
村
民
と

し
て
玉
川
村
の
発
展
を
願
い
、

皆
様
方
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
あ
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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広報たまかわ平成13年7月

旬開時

平成13年、夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

平成13年 7 月 16 日(月 )~7 月 25日(水)までの 10日間期間

卓
球
個
人
(
ダ
ブ
ル
ス
)
関
根
・
富
野
田
組
(
須
釜
申
)

柔
道
(
初
旬
超
級
)
・
佐
藤
さ
ん
(
泉
中
)
優
勝

中
体
連
総
合
体
育
大
会
県
南
大
会

中
体
連
県
南
大
会
は
、
六
月
十

一二
・
十
四
・

二
十
日
の
三
日
間
で

白
河
市
な
ど
の
各
会
場
で
行
わ

れ
、
女
子
卓
球
個
人
(
ダ
ブ
ル
ス
)

の
関
根
友
理
恵
さ
ん
・
異
野
日
韓

さ
ん
組
(
須
釜
中
)
が
優
勝
、
ま
た
、

女
子
柔
道
内
均
超
級
で
は
、
佐
藤

愛
子
さ
ん
(
泉
中
)
が
優
勝
い
た
し

ま
し
た
。

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

車男

球予

個
人
(
ダ
ブ
ル
ス
)
三
位

広報たまかわ平成13年7月

茂
之
・
佐
藤
岳
生
(
泉
中
)

月
田

女
手

卓

球

団
体
三
位
須
釜
中

個
人
(
ダ
ブ
ル
ス
)
優
勝
関
根
友

理
恵
・
員
野
目
瞳
(
須
釜
中
)

二

位

石

森
聖
子
・
石
井
明
菜

(
須
釜
中
)

三
位

、塩

津

美

帆

・

矢

吹

文

(
須
釜
中
)

柔

道

団

体

三

位

泉

中

個
人
戸
時
理
疋
西
牧
佑
加
(
泉
中
)

個
人
間
山
同
級
三
位
小
針
良
恵
(
。
)

倒
人
初
旬
超
級
優
勝
佐
藤
愛
子
(
ク
)

一夜
緑
川
智
恵
美
(
タ
)

一一一位

関

根

恵

子

(

タ

)

団
体
二
位
泉
中

個
人
三
位
藤
田
淳
子
(
泉
中
)

剣
道

4 

こ
の
時
期
は
、
っ
す
ど
も
が
屋
外
で
活
動
す
る
機
会
が
増
加
し
、

霊
特
育
の
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
過
労
、
解
放
感
に
よ
る
無
課
運
転

等
を
原
因
と
し
た
交
通
事
故
が
多
発
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
運
動

で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
社
会
の
二
日
一
で
あ
る
と
い
う
白

賞
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
・
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
無
謀
運
転
・

過
労
運
転
の
追
放
」

暴
走
行
為
の
実
態
や
無
謀
運
転

に
よ
る
事
故
事
例
等
に
つ
い
て
、

家
族
で
話
し
合
い
、
行
楽

・
帰
省

等
に
よ
る
長
距
離
運
転
は
、
過
労

運
転
に
な
ら
な
い
よ
う
余
裕
あ
る

計
画
を
た
て
、
学
校
で
は
教
職
員
・

保
護
者
・
生
徒
が
一
体
と
な
り
、
暴

走
行
為
等
の
非
行
防
止
に
努
め
る
。

{
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
】

身
近
に
起
き
た
事
故
の
事
例
等

に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、
子

ど
も
や
高
齢
者
に
対
し
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に

一
声
か
け
、

自
転
車
に
乗
る
時
は
点
検
・
整
備

3環境づくり

条 例ー

村
で
は
、
「
豊

か
な
人
間
性
を

生
む
環
境
づ
く

り
」
の
実
現
の
た

め
、
村
民
、
事
業

者
、
土
地
建
物

等
の
占
有
者
、

村
が
共
通
理
解

に
立
ち
、
環
境

美
化
の
促
進
を

図
る
た
め
、
玉

川
村
環
境
美
化

日
か
ら
施
行
さ
れ

な‘‘
 h

H
M
 

豊
田

条
例
が
四
月

ま
し
た
。

快
適
で
、
健
や
か
な
生
活
の
実
現

や
経
済
活
動
の
維
持
に
は
、
天
然
資

源
の
消
費
、
廃
棄
物
の
大
量
排
出
が

必
ず
伴
い
ま
す
。

地
球
規
模
で
の
環
境
保
全
を
視

野
に
入
れ
、
資
源
の
節
約
と
環
境
へ

の
負
荷
を
少
し
で
も
低
く
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
を
村
民
、

事
業
者
、
土
地
ま
た
は
建
物
等
の
占

有
者
が
、
互
い
に
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

環
境
美
化
の
推
進

一
、
環
境
美
化
の
啓
発
・
意
識
高
揚

の
た
め
の
環
境
美
化
促
進
計
画

の
策
定
を
す
る
こ
と
。

二
、
重
点
的
に
行
う
必
要
が
あ
る

地
域
を
、
環
境
美
化
促
進
地
域

に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

の
し
て
あ
る
体
格
に
あ
っ
た
自
転

車
を
利
用
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者

を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
た
り
、

手
を
差
し
の
べ
る
な
ど
、
思
い
や

り
の
あ
る
態
度
で
接
す
る
。

{シ
l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ヤ
イ
ル

ド
シ
l
ト
の
着
用
の
徹
底
}

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
l
ト
の
着
用
の
必
要
性
と
着
用

効
果
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
正
し

い
着
用
の
実
践
と
習
慣
付
け
、
幼

児
・
児
童
を
同
乗
さ
せ
る
場
合
に

は
、
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
I
ト
を
正
し
く
使
用
し
、
地
域

で
は
、
各
種
行
事
・
会
合
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト

着
用
の
効
果
に
つ
い
て
、
啓
発
に

努
め
、
地
域
全
体
で
着
用
気
運
を

高
め
る
。

三
、
環
境
美
化
の
促
進
を
図
る
た

め
に
環
境
美
化
推
進
員
の
配
置

を
す
る
こ
と
。

環
境
維
持
に
必
要
な
取
り
組
み

容
器
入
り
飲
料
の
自
動
販
売
機

を
設
置
し
販
売
す
る
個
人
、
又
は
法

人
に
つ
い
て
は
、
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
(
届
け
出
の
方
法
等
に

つ
い
て
は
、
後
日
個
別
通
知
い
た
し

ま
す
。)

ま
た
、
重
点
地
域
内
の
土
地
に
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
る
場
合
に
土
地
等

の
占
有
者
に
対
し
て
や
、
自
動
販
売

機
を
設
置
し
販
売
す
る
方
が
、
適
正

な
維
持
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

広
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今
年
か
ら無

人
ヘ
リ
で
航
空
防
除

平成13年ア月

川
村
病
害
虫
防
除
回
航
空
防

除
推
進
幹
事
会
で
は
、
全
国
的
に

環
境
問
題
、
低
農
薬
栽
培
、
騒
音

等
が
問
題
に
な
り
、
無
人
ヘ
リ
の

航
空
防
除
を
検
討
し
、
今
年
か
ら

村
内
全
域
に
お
い
て
無
人
ヘ
リ
に

よ
る
二
回
散
布
の
航
空
防
除
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

無
人
ヘ
リ
は
、
有
人
ヘ
リ
に
比

べ
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
飛
行
高

度
が
低
い
た
め
散
布
希
望
水
出
に

確
実
に
散
布
さ
れ
ま
す
。

そ
の
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
、
一
回

目
の
航
空
防
除
が
六
月
二
十
二
日

か
ら
三
百
問
実
施
さ
れ
ま
し
た

D

散
布
薬
剤
は
、
オ
リ
ゼ
メ

i
ト

粒
剤
で
、
村
内
3
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
に
散
布
し
ま
し
た
。

二
回
目
は
、
八
月
八
日
か
ら
十
二

日
ま
で
の
間
の
三
日
間
で
ブ
ラ
シ

ン
ゾ
ル
徴
量
剤
が
無
人
ヘ
リ
に
よ

り
散
布
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

無
人
ヘ
リ
の

薬
剤
散
布
の
特
長

広報たまかわ

-
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
特
有
の
ダ
ウ
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
る
メ
イ
ン

ロ
l
タ
ー
か
ら
の
下
向
き
の
強
い

風
に
薬
剤
を
の
せ
稲
に
吹
き
付
け

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
葉
裏
や
株

元
ま
で
し
っ
か
り
と
農
薬
が
付
着

し
ま
す
。

-
非
常
に
低
い
高
度
で
作
物
(
稲
)

の
上
空
3
1
4
m
を
飛
行
し
ま
す

0

・
飛
行
速
度
は
時
速

m
l
m
M
と

非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
飛
行
す
る

0

・
有
効
散
布
幅
は

5
m
又
は

7
・

5
m
で
通
常
の
ぬ

a
ほ
場
は

2
1

3
往
復
で
散
布
が
終
了
し
ま
す

0

・
無
人
ヘ
リ
は
、
小
型
軽
量
の
た

め
機
動
性
に
優
れ
、
臨
機
応
変
に

防
除
が
可
能
で
す
。

星雲

村
民
登
山
は
、
九
十
五
名
が
パ

ス
二
台
に
分
乗
し
、
さ
る
六
月
二

十
四
日
に
雄
吾
沢
か
ら
雄
田
沼
ま

で
の
登
山
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。ニッコ

i
キ
ス
ゲ
が

い
っ
ぱ
い
!

登
山
当
日
は
、
玉
川
村
を
出
発

し
た
時
か
ら
雨
で
、
登
山
中
は
雨

が
上
が
る
よ
う
祈
り
な
が
ら
北
塩

原
村
に
あ
る
雄
子
沢
登
山
口
に
向

か
い
ま
し
た
。

雄
子
沢
登
山
口
に
到
着
し
た
時

に
は
、
雨
も
小
降
り
な
り
、
午
前

九
時
ご
ろ
南
須
釜
を
先
頭
に
各
斑

JR東日本か5のお願い

ご
と
に
雄
国
沼
を
白
指
し
登
り
始

め
ま
し
た
。

登
山
は
、
ブ
ナ
林
の
中
を
進
み

雄
国
沼
避
難
小
屋
付
近
に
来
る
と

霧
が
た
ち
こ
め
、
薄
霧
の
中
か
ら

ぜ
ン
ク
の
花
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が

見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
。

避
難
小
屋
か
ら
雄
国
沼
に
向
か

う
と
霧
が
薄
く
な
り
、
沼
に
到
着

し
た
時
に
は
、
薄
霧
の
中
に
黄
色

の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
一
面
に
咲

き
所
々
に
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。

下
山
は
、
登
っ
て
き
た
登
山
道

を
一
炭
り
、
ラ
ピ
ス
パ
裏
磐
梯
で
休

憩
し
、
午
後
五
時
三
十
分
頃
に
無

川
村
に
到
着
し
ま
し
た
。

ドライバーの場合

・警報機がなったら、踏み切りに入らない

・しゃ断棒が上がるまで渡らない(列車が踏切を通り過ぎた後も、しゃ断機が下りているうちは、踏切を渡らないでください)

・渡るのは、向かい髄のスペースが空いてから
・狭い踏み切りは、お互いにゆずりあって

・踏み切り内で、関じ込められたら(あわてずに車をゆっくり前進させてください。車が踏み明り内から脱出できるように、しゃ断

棒は、前方に跳ね上がって、折れるようになっています)

・車高が高いクルマは確認を(車高が高いクjレマ(ま、踏切の手前で一日停止し、高さを確認してから進入してください)

・踏み拐りで工ンストや脱輪で動け芯く芯ったら(まず列車を止めてくください)

・踏み切りのないところは渡らない

・踏み切りのないところをトラクターなどで渡らない

6 

歩行者(吾ども)の場合は

・踏み切りを渡る前(しゃ断替が下りていなくても、必ず左告を見て安全在確かめてから渡りましょう)

・警報機が鴫りはじめたら(しゃ断機がおりる前でも、踏切のそとで、列車が通り過ぎるまで待ちましょう)

・しゃ断棒はくぐらない
・しゃ断樺が上がるまで渡らない(列車がとおりすぎ、ても、しゃ断揮がおりているうちは、踏切をわたってはいけない)

・踏み切りの中では遊ばない

・踏み切りのないところは、渡らない

E\~l~M!型 1F.警明顎~~墨画E君主4長樹裡度窓司君産主喧害関1畦司~j~~1，沼郡辛苦主面高若君且密R哩暫~田.~りfr.'l血~日

7 
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玉

小
A
チ
l
ム
優
勝

B
チ
l
ム
3
位
入
賞

第
二
十
三
回

石
川
地
区
交
通
安
全
予
供
自
転
車
大
会

玉川山野草会では、 6月308と7月 1臼の両巴、村

就業改善センター日本闘にて、第56目玉川山野草展を

開きました。

会場には、会員が己頃手入れをしたウチョウランなど

が数多く出展され多くの山野草ファンが訪れました。

また、出品されたものを刻象に競技会が行われ各員が

決まりました。

受員者は、〉欠のとおりです。(敬称略)

(ウチョウランの部)
村長賞 育費 勝

民報社員奥野四郎

(一般出野草の部)

会長葺首藤操 議長員鈴木

努力量大越一二・添田ナツ

(造形の部)

あづま観光社童

(斑入りの部)

村長菖 奥野

古
殿
町
立
田
口
小
学
校
で
開
か
れ

た
石
川
地
区
交
通
安
全
子
ど
も
自
転

車
大
会
は
、
石
川
地
匿
の
各
小
学
校

か
ら
八
チ
l
ム
が
参
加
し
、
学
科
テ

ス
ト
・
安
全
走
行
テ
ス
ト
・
技
能
走

行
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
玉
一
小

の
A
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
、

B
チ

ー
ム
が
三
位
入
賞
し
ま
し
た
。

団
体
の
部

優
勝

A
チ
l
ム

ウランが勢揃い

F、、，玉川山野草展

可憐

平成13年7月広報たまかわ

ワ

期

太

・

曲

山

裕

太

伊

東

力

・

月

田

友

哉

11I 
個
人
の

五凶二一部相小 B
位校伎役 田針?

大ム
地

-
溝
井
勝
博

田

雄

樹

弓

謝

太

伊

東

力

溝

井

勝

博

し
い
ふ
i

ド
十
九
々
淳

石井スイ菩

福田瑞夫

節ミ子

会長員

特別葺

添包ナツ

河
川
愛
護
デ
l

み
ん
な
で
美
化
運
動

平
成
十
三
年
度
の
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
が
、
早
朝
か
ら
全
県
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
で
も
、
各
河
川
の
河
川
敷

で
、
人
の
背
丈
よ
り
も
高
く
な
っ
た

雑
草
が
草
刈
機
械
で
刈
り
取
ら

れ
、
き
れ
い
な
河
川
に
な
り
ま
し

た。

四郎

総
合
検
診
で
健
康
な
村
づ
く
り

住
民
総
合
検
診
実
施

村
で
は
、
去
る
六
月
三
日
か
ら
六

月
十
七
日
ま
で
の
十
二
日
間
、
村
内

十
ヶ
所
で
住
民
総
合
検
診
を
行
い
ま

し
た
。住

民
総
合
検
診
は
、
自
営
業
の
方

や
勤
務
先
で
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
々
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
結
核
検
診
が

1
、
8
2
6
名、

'
血
圧
測
定
、
尿
、
血
液
検
査
を
行
う

基
本
検
診
は
、
ー
、

6
3
7
名
、
胃

が
ん
検
診
は
、

7
8
2
名
の
方
が
受

診
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
受
診

者
は
、
基
本
検
診
が
若
干
減
っ
た
も

の
の
、
結
核
検
診
、
胃
が
ん
検
診
は

伸
び
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
総
合
検
診
で
は
、
各

地
区
の
保
健
協
力
員
の
皆
さ
ん
が
、

各
家
庭
と
役
場
の
パ
イ
プ
役
に
な
っ

て
く
れ
ま
し
た
口
各
家
庭
を
訪
問
し
、

受
診
勧
誘
を
行
っ
た
り
大
変
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
口

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス

サ
ッ
カ
ー
開
幕

玉
川
F
C
も
健
闘

日
本
ク
ラ
ブ
ユ

I
ス
サ
ッ
カ
ー

(
U
i
お
)
の
第
二
回
県
大
会
は
八
チ

ー
ム
の
ク
ラ
ブ
チ

l
ム
が
参
加
し
、

六
月
九
・
十
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
福
島
市
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

五
川

F
C
チ
l
ム
は
、
予
選
リ
ー

ク
の

A
ブ
ロ
ッ
ク
(
四
チ
l
ム
)
で
戦

い
、
リ
ー
グ
ニ
位
に
な
り
、
代
表
決

定
戦
に
進
み
ま
し
た
が
、
勿
来
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
敗
れ
、
東
北
大

会
出
場
の
権
利
を
逃
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

み
ど
り
の
う
つ
く
し
ま
幻

「
公
共
空
一
地
緑
化
作
戦
」

植
樹
祭

植
樹
祭
は
、
玉
川
第
一
小
み

ど
り
の
少
年
団
の
他
関
係
者
約

八
十
名
が
参
加
し
、
小
高
字
中

島
地
内
の
公
共
空
地
に
、
玉
川

第
一
小
み
ど
り
の
少
年
間
団
長

真
弓
朔
太
く
ん
の
公
共
空
地
緑

化
宣
言
の
後
、
シ
ラ
カ
シ
や
ア

カ
ガ
シ
な
ど
二
十
二
種
類

J

本
を
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。

8 

金メ夕、ルア個獲得

第39回福島県障害者総合体膏大会

障害者総合体育大会は、さる6月9"-'10

日仁あづま総合運動公冨競技場にて開催され

ました。玉川村からは13名が参加し熱戦を

繰り広げ、金メ夕、ル71臣、銀メダル21圏、銅メダ

ル1i留を獲得する優秀な成績を収めました。

-、，

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
で

川
辺
小
が
優
秀
校

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
主
催
の

平
成
十
二
年
度
バ
ケ
ツ
稲
づ
く

り
体
験
学
習
事
業
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
川
辺
小
学
校
が

優
秀
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
c

ま
た
、
図
両
の
部
で
は
川
辺

小
学
校
の
鈴
木
惇
也
く
ん
と
玉

川
第
一
小
学
校
の
車
田
雄
樹
く

ん
が
優
秀
賞
に
、
作
文
の
部
で

は
、
川
辺
小
学
校
の
丹
内
陽
香

さ
ん
と
玉
川
第
一
小
学
校
の
小

林
安
貴
く
ん
が
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

9 



第11回消防ちひ、つ吾

フェスティパル2001

公

f保

， ，~ ， 

CZ1司副司の健康とよみ

平成13年8月58C巴)
午前10時から午後2時まで

須鐘川消防署

悌三子車試乗体験コーナーなど楽しいイベントが

いっぱい。ご家族そろっておいでください。

鶴自

線1

ぎ員〉

(保)

{采1

すくすくクラブ

午前10時~
3~4カ月兜健診
午後 1時30分~
日本脳炎予防接種

午後 1時~
たまかわ健康クラブ
午前9時30分から
日本脳炎予坊接種
午後12時45分~
山鳩会・

午前10時~
3歳児健g~

午後 1時~

18日(水)

19日(木)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

f仮称玉川ホ四ムj建設設計競技実施について
6月29日開催の建築設計競技審査委員会において、指名設

計競技参加者(5者)を下記のとおり選考し、建築設計競技を

実施します。

~特別養護老人ホームf仮祢玉川ホームj建築設計競技参加者

・(株)工スデー設計研究所(郡山市)

・(株)土田建築設計事務所(須員川市)

・(株)邑建築事務所(いわき市)

・(株)佐藤総合計画東北事務所(仙台市)

・(株)本間利雄設計事務所(山形市)

骨量今後の日程
・ロ述設計提案書(資料)の提出締め切り (8月20日)

※提案書を8月22日から23日まで2日間玉)11村蹴業改善セ

ンターで公開展示します。
・口述建築設計競技審査委員会・玉川|就業改善センター(8月
24日)

※原則公開で行い、最優秀作目提案者を決定します。
・提案書等の公表玉川村就業改善センター (8月28日頃)

※設計者名を表示した提案書を展示し、審査講評も合わせて

公表します。

平成13年度自衛官等募集案内

@
m
w
a
w
a
'
a場

象

絵

須賀川地方広域消防組合
消防職員の募集

復

t保

.8月
3日(金)

第3[9]福島空港玉川健康マラソン大会
村民参加者大募集

-保6日(月)

須賀川地方広域消防組合では、平成14年度採用の消関職員(高枝卒程

度)を次により嬰集します。

画募集臓種、採用予定人員、霊験資格等
平成13年10毘 14日(日)

午前9時から午後2時まで

申込期日 平成13年9月10日(月)まで
申込み取扱湯所 公民館、須釜麦所

開催日時

!事

@ 

イ采
¥ 

8巴(水)

10日(金)

13巳(月)

昭和51年4月2日から昭和

59年4月1日まで笠まれた
人(学歴は問いません)

公15日(氷)

募集種目Fイい 募集人員 資格 受付期間 試駿期日

j毎約70名
1 ;欠 9月22日

(うち女吾若 高卒(男
2次 10月 13~

航空掌生
干 名 ) 空 約 込;3) 8月6日~ 18日
65名 21歳未満 9月ア巳
(うち女ラ若 の者

3次(空) 11月

干名)
1 1 日~12月ア日

陸約80名
局当主(奥

9月13日 1次 10月23日
看護士孝生 (女.:yの限定

込怠)
~10月 12 2次 11 月22~

廃止)
24歳宋j高

日 23臼
の者

陸約400名
(うち女ミ予約

358) 

局一般曹候
j毎約330名 18歳以上

8月6日~
1次 9月16日

補学生
(うち女予約 24歳未満

9月ア日
2次 1 0月 3~

〉 258) の苔 9日

一ヲ=ナ丈ー
空約400名
(うち女;予約

35名)

ぞ守ヨ主ケF 
陸約1，850名;
(うち女予約

120名)

海約6008 18歳以上
8月6日~

1次 9月16日
嘗候補士 (うち女吾約 27歳未満

9月ア日
2次 1 0月 3~

408) の者 9日
空約460名
(うち女与約
40名)

空土等陸2 

男 陸約6，200名 18歳以上 年間を通じ
受付時にお知ら

j毎約550名 127歳末満 て行ってお
せします三子 空約1，100名 の者 ります

女 陸約500名 18歳以上
8月6日~j毎

j毎約 80名 27歳未満 9月25~26日
吾 空約 100名 の者

9月ア臼

署幹

<1>参$，.・ IIT.. <1・"11 '''1> & 畿 電 多.......0匂@宅診 穆@
@ 

@ 

@ 

傍

若診

@ 

電量

@ 

復

縁

通試験の期日等

①第1次試験平成13任9月16日(臼)

②第2次試験 平成13年10月下旬の予定(第1次試験合格者のみ)

・口述試験(面接) ・健康診断

・体力慎重(懸垂、跳躍、腕立て伏せ、起き上がり、握力、持久定)

・身体の基準は次のとおりです。

身長おおむね160センチメートル以上で、胸圏は身長のおおむね

2分の1以上、視力は詞鰻とも裸眼視力0.3以上又は裸眼視力0.1
以上で矯正視力1.0以上、色賀正常、聴力は左右正常であること。

溢受験手続

申込用紙は、消防本部総務課、消妨署(分署、出張所、分遣所、派出

F肝)又は管内の各町村役場総務課にあります。

郵便で申込用紙を請求される場合は、封筒の表に(採用試験申込用紙

請求jと朱書きし、 90円切手を貼った、あて先明記の返信用封筒(封筒

サイズ畏3号)を同封して、千962-0022、須員川市丸田町153番地、
須賀川地方広域消関本部総務課あてお送りください。

白昼受付期間

平成13年7月18己(水)から平成13年8月17巴(金)まで

婦問合わせ先 須質問地方広域消防本部総務課

電話 0248-76-3111 (代) 内線220

須:須釜公民館

寄付ありがとうございます

「言eの方々から社会稿祉活動資金として寄付をいただきました。

厚 く御礼申し上げますo "[.:1 (村社会福祉協議会)
瓜ユ

-小高の石井泰雄さんから

・竜崎の小林金喜さんから

-蒜生の真弓敬吉 さんから

・小高の矢吹義重さんから

iお誕生おめでとうございます|
(6月届出分)

保護者名

史

宏
(1) .，・・・@・・命・."4;1"参

未成年者飲酒防止の推進

村のようす
(13年ア月 1日現在)

篤

キ日

国税だより
美

洋

春

ね音

か華

い来

み美

士伍知

名

，、
々

氏
J
U

百
九
千

り梨

な奈
U

啓

自
U

ー
ノ生

の野

ι
根

さ木

日吹

リ森

出

川大

り
関

誌
仰

や矢

川
石

地区名

南須釜

。

土
口

。

1，819戸(-l)

7，647人(-3)

3，787人(-3) 

3，860人(:t0) 

-
困

MM-va

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
|
村
公
民
館

一
年
の
眠
リ
醒
ま
し
て
田
植
機
は
肱
し
き
光
リ
田
に
話
し
た
り

小

針

長

里

数
深
く
卒
寿
の
一
択
に
か
か
れ
ど
も
向
に
迷
う
生
き
る
し
る
べ
は

吉

田

沙

代

露
天
風
呂
病
葉

一
つ
掬
い
上
げ
そ
っ
と
隠
し
ぬ
縁
の
岩
陰
に

真
弓

は
ん

こ
の
家
の
主
婦
と
い
う
名
の
指
定
席
嫁
に
譲
り
て
ほ
っ
と
す
る
朝

溝
井
は
な
よ

麦
畑
ど
桐
を
見
下
ろ
す
学
び
舎
に
訪
中
団
は
幸
木
植
ゆ
る川

田

~、
/ 

Jk. 
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問い合わせ先.自衛隊福島地方連絡部白河募集事務所

TEし0248-24-0372

{易体的影響1(1 )急性アルコール中毒(お酒に弱い体費の人は特に危隙)

(2)肝臓臨書(脂肪肝・肝炎・肝硬変) (3)脳障害(脳が縮む)など

{稽紳的影響】(1)学習意欲の低下 (2)精神的成長や/1:，¥理的発達の停

止 (3)若年のアルコ ル依荏症発症など

【社会的影響】(1)交通事故(飲酒運転による支通事故)

題(怠寺、成績不振、中退)

来成年蓄の飲酒は「未成年者飲酒禁止法」で禁止されています。また、

親には「未成年寄の猷酒者止める義務J、酒類を扱う販売業者等には「未

成任者が自ら飲む酒を販売してはならない義務Jがあります。来成年寄

の飲酒を閉止するために、学校での教青のほか家庭や地域社会において

I未成年が、なぜお酒を飲むべきでないのかJをしっかり説明し、飲酒を

させないよう注意していくことが望まれます。

(2)学枝問

猛

(6月届出分)

義

介、

車

1歳6力月児健診

午後 1時~
9~10力月児健診
午後 1時30分~
ツベルクリン庄町検査・.• 
午後 1時~
ツベルクリン判定及びBCG接種

午後 1時 ~
機能訓練

午前10時~
すくすくクラブ

午前10時~
3~4力月兜健診・. • 
午後 1時30分~

保:保健センター 公:公立岩瀬病院

重

喜

世帯主名

ム口

ウ

死亡者氏名

重

二L

吹

林

矢

山小屋

官
同

崎

地区名

z主エ
屯

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第

一

期

七
月
分
保
険
料

【
腕
期
限
は

7
月
お
日
(
水
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

さ
る
な
し
俳
句
会
六
月
句
会
詠
草

葬
列
に
遇
ふ
紫
陽
花
の
咲
き
始
め

大
岩
に
利
か
は
さ
し
青
葉
冷
え

病
室
を
見
込
る
母
に
梅
雨
の
入
リ

早
起
き
の
眼
党
め
居
る
ほ
ど
ど
ぎ
す

父
と
な
る
照
れ
を
も
隠
し
日
焼
肌

母
の
日
を
祝
う
母
な
さ
紫
煙
か
な

代
掻
き
の
終
リ
田
の
面
に
月
滑
る

七敬戸七敬
一 寸

勺度ヨ。

由真イニ美春
広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け

出の際にお閉し出ください。

空き缶やゴミの投げ捨てはやめましょう

仁言己生ロ華美ヰ支主旨
，に三.
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ム

私
の
ふ
る
さ
と
ー
岩
手
県
大
船
渡
市
|

只
野
竜
也
さ
ん
(
小
高
)

⑩
 

卓食
ズ
の

l

円
ロ
同

一
川
ん

A
G

フ

fおいしいデザートを
作ってみませんかj

私
の
ふ
る
さ
と
大
船
渡

市
は
、
岩
手
県
の
太
平
洋

に
面
し
た
南
東
部
に
あ

り、

三
方
を
山
に
固
ま
れ

て
い
ま
す
。

岩
手
と
言
、
っ
と
冬
は
雪
が
多
い

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
大
船
渡

は
、
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
た
温
暖

な
地
で
も
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
造
形

美
と
ふ
ん
だ
ん
な
海
の
幸
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
海
岸
線
は
有
名
な

リ
ア
ス
式
海
岸
で
碁
石
海
岸
は
、

代
表
的
な
景
勝
地
で
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に

もうすぐ梅雨も明け重本雷です。

7月.8月とごまを使った冷たいテ、ザ一卜を紹介します。

ごまには、鉄分やミネラルが豊富に含まれ、香りもよく料

理にアレンジを加える時は、是非少量加えてみるおいしさ

がアップします。

1人分のエネルギー248kcal

12g 

60g 

大さじ3弱

300cc 

30g 

60cc 

適量

『白ごまプリンJ
一材料(4人分)一

-粉ゼラチン

・冷 水

・練りごま(白)

・牛 乳

・さとう

・生クリーム

・あずき(缶詰)

は
世
界
三
大
漁
場
の

一
つ
が
あ

っ
て、

春
に
は
ワ
カ
メ
、
ホ
ヤ
、

夏
は
ウ
一
一
、
秋
は
ア
ワ
ビ
、
サ

ン
マ
、
冬
は
カ
キ
と
豊
富
な
魚

貝
類
が
捕
れ
、
秋
に
は
毎
年
サ

ン
マ
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
何
に
も
無
く
つ
ま

ら
な
い
所
だ
な
と
思

っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
海
が
目
の
前
と

い
う
こ
と
で
、
新
鮮
な
魚
貝
類

が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
恵
ま
れ

た
環
境
で
育
っ
た
良
さ
を
感
じ

て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
存
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
g
u
-
-
4
6
2
1
)
 

一作り方一

( 1) 粉ゼラチンは冷水に振り入れ10~15分戻す。

(2)鍋に練りごま、牛乳を入れ弱火にかけ、沸騰したら火を止

め、さとうを加えを加え混ぜ溶かす。

(3) (2)が少し冷めたら(1 )を加え混ぜ溶かす。

(4) (3)が人肌くらいに冷めたら生クリ ムを加え混ぜ、自の

細かし1ザルでこす。

(5) (4)を水でさっとぬらした型に流し入れ、冷蔵庫で冷やし

固め、あずきを添える。

心に残る我がふるさと

『小さい時の懐かしい想い出』
埼玉県川口市

榊枝大作さん

(南須釜出身・榊枝雅さんの叔父)

制
E孟謹盟i髭翠

心
に
残
る
我
が
ふ
る
さ
と
へ
の

原
稿
を
と
、
古
き
ア
ル
バ
ム
を
挑

め
て
お
り
ま
し
た
ら
、
広
報
た
ま

か
わ
で
過
去
何
度
か
ご
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
「
念
仏
踊
り
」
に
自
分

が
参
加
し
た
こ
の
写
真
が
出
て
ま

い
り
ま
し
た
。

多
分
5
1
6
歳
の
時
だ
と
し
か

記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
時
代
も
あ

っ
た
の
だ
と
、
つ

く
づ
く
感
心
し
大
変
懐
か
し
く
物

思
い
に
ふ
け
る
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
さ
い
時

を
思
い
出
す
良
い
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
の
小

学
校
や
中
学
校
時
代
の

様
々
な
出
来
事
が
走
馬

灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
懐
か
し
き
が
倍
増
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
中
学

時
代
は
毎
日
野
球
に
明

け
暮
れ
、
辛
か
っ
た
練
習
も
今
思

え
ば
懐
か
し
く
楽
し
い
出
来
事
。

又
、
学
校
へ
は
歩
い
て
三
十
分
位

の
道
の
り
、
帰
り
は
い
つ
も
友
達

と
道
草
を
し
な
が
ら
の
楽
し
い
時

間
で
し
た
。
道
端
や
山
に
は
季
節

ご
と
に
色
々
な
食
べ
物
(
果
実
)

が
実
り
、
失
敬
し
て
お
腹
の
足
し

に
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

美
味

し
か

っ
た
な
!
と
い
う
記
憶
だ
け

が
強
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。
今
同

じ
物
を
食
べ
た
と
し
て
も
、
あ
の

時
の
あ
の
味
は
と
う
て
い
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
貧
し
か

っ

た
せ
い
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
思
い
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
東
京
玉
川
会

に
は
、
同
級
生
も
何
人
か
入
会
し

て
お
り
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
必

ず
出
席
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
の

開
催
が
各
関
係
者
の
努
力
に
よ
り

限
り
な
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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